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編　集　後　記

約30年ぶりとなるWHO国際疾病分類（ICD）の改訂がいよいよ迫ってきており，国内導入に伴って公衆衛生分野を中
心に様々なところへの影響が考えられる．これまで，ICDの第11改訂に関して日本語でまとまったものがなかったこと
から，本特集が編集できたことは極めて重要であると考えられる．
マスコミではゲーム依存症に関する報道が目につくが，ICD-11においてはすべての医学領域それぞれにおける新しい

医学知識が盛り込まれるとともに，医療安全や伝統医学などの新しい分野も加わった．また，エクステンションコード
を用いた修飾など，情報学的な考え方や技術も取り入れられている．医療における標準化では，ULMS，HL-7，FHIR，
CDISC，SS-MIX，SNOMEDなど，さまざまなコードが乱立している．ICD-11がこれらをまとめる要になることを期待する．
ICD-11は電子カルテからの利用など電子的な提供が基本となることから，世界的な診断支援による医療の標準化にも貢
献するものとなるであろう．
本特集が読者の皆様にとって有用な情報となり，また国内におけるICD-11導入にお役に立てば幸いである．
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